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1. INTRODUCTION 
⚫ ギャンブル行動を支配するメカニズムについて、いくつかの提案がある： 

⚫ 「時間的に独立した事象がつながっている」という思い込みは、「ギャンブラ

ーの誤謬」と呼ばれている。ギャンブラーはこのような非理性的な信念を持つ

ことがよく知られている（Moore&Ohstuka,1999;Toneatto,Blitz-

Miller,Calderwood,Dragonetti&Tsanos,1997）。 

⚫ 人は偶然の出来事を見極めるのは容易ではない、そのため、人々は運に注目し、偶

然の出来事を「運の強さ」や「運の消費」などの人為的な原因に帰す傾向がある。 

⚫ 運に関する信念は、国や地域に特有のものではない。つまり、世界中で似たような

運に関する信念を持っている。（Murakami,2014） 

⚫収入や学歴の高い人は、宝くじの購入頻度と仮想シナリオで大当たりの当選確率の

評価が低い。「自分の運が強い」と考える人は、宝くじを頻繁に購入し、自分の当

選確率を高く見積もっている Rogers & Webley(2001)。 

⚫ ギャンブルに関連する「運の強さ」に特化した認知は、ギャンブルに賭ける金額や

病的なギャンブル行動の間に関係がある。 

⚫ 本研究は、このような考え方はギャンブラー以外の人にもあるかについて調べ

た。 

2. Method  
⚫ 本研究はインターネットで行い、550（男性 303人,女性 247 人）人から回答を得

た。 

⚫ 調査項目 

◼ 「パチンコ」、「スロットマシン」、「競馬」、「競輪」、「サッカーくじ」、「宝く

じ」、「ボウリング」、「ゴルフゲーム」、「麻雀」、「カジノ」などのギャンブルを

どのくらいの頻度で行なっているか？ 
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◆ 回答は「週 1回程度」「月 1回程度」「年に数回程度」「年に 1回程度」「年

に 1回以下」「やったことない」のいずれだった。 

⚫ 病的ギャンブルを測定する項目 

◼ 回答者の病的ギャンブリングの程度を,South Oaks Gambling 

Screen(SOGS)(Kido & Shimazaki,2007)を用いて測定した。 

 



 

Journalism and Mass Communication, March 2018, Vol. 8, No. 3, 159-164            2022/1/25 楊   

⚫ 運に対する信頼感を評価する項目 

◼ 「運の強さには個人差があると思う」、「運は資源のようなもの（使うと量が減

る）だと思う」などの 28項目を測定した。これらの項目は、Murakami(2014)

を参考し、7段階評価（絶対にそう思う〜絶対にそう思わない）で評価した。 

◼ 回答者自分の運の強さに対する認知を 5段階（非常に弱い〜非常に強い）で測

定し、この認知に関する個人差の信念を 7段階で評価した。 

⚫ 個人情報 

◼ 性別、年齢、居住地 

      

3. 結果 
⚫ ギャンブル嗜好の傾向 

◼ ギャンブル頻度に関する回答に対するクラスター分析を行い、３つのクラ

スターを抽出した。第 1クラスター（363人）の人はギャンブル行動を非常に低頻

度で行う。第 2クラスター（84人）では、宝くじの頻度が最も高く、競馬なども

よくする。第 3クラスター（59人）は、主にパチンコやスロットマシンを頻繁に

プレイしており、他のギャンブルも頻繁に参加していた。 

◼ 男性は女性よりも lightグループと heavyグループに多く含まれている。

年齢でグループ分けすると、30代 40代の heavyギャンブラーが多い。
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◼ ３つのグループの SOGSスコアの平均値で分散分析を行い、heavyグループ

(14.85)は lightグループ(4.43)および no(3.04)より SOGSスコアが高かった。

SOGSスコアのカットオフ値を 15点とした場合、12.5％の人が病的ギャンブラーに

分類される。 

⚫ ギャンブル依存症の人とそうでない人の運に対する考え方の比較 

◼ 「運の強さに個人差があると思う」という項目に肯定的な回答をした参加

者を、「運の強さ」と「ギャンブルをするときの運の強さ」の合計値の認知度

を分析のベースとした。 

 運の強さ：「強い」「どちらかというと強い」：強者(72人) 

 運の強さ：「どちらとも言えない」：中間者(186人) 

 運の強さ：「どちらというと弱い」「弱い」：弱者(215人) 

 ギャンブルをするときの運の強さ：「強い」「どちらかというと強

い」：強者(37人) 

 ギャンブルをするときの運の強さ：「どちらとも言えない」：中間

者(259人) 

 ギャンブルをするときの運の強さ：「どちらというと弱い」「弱

い」：弱者(267人)  
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◼ これらの項目について、ギャンブルに対する思考が異なる３つのグループ

を独立変数として分散分析を行った。 

◼ グループの違いが３つの特徴があった： 

 他人との運のぶつかり合い（「他の人が失敗すると、自分がその人

の運を手に入れたような気がする」、「他の人から運を奪った、または奪

われたような気がする」） 

 状態としての「ツキの流れ（flow of tsuki）」についての変化の

肯定 

 運を意識した行動（「ギャンブルに対する「運の流れ」を意識し、

「ツキ」を感じている」、「運を意識して行動している」） 

◼ High ギャンブラーは、lightギャンブラー、noギャンブラーよりも運が強

いと感じておる 

◼ 「ギャンブルにおける運の強さ」を認識している人は SOGSのスコアが有

意に高かった。 

4. Discussion 
⚫ ギャンブル依存症の人とそうでない人では、「他人との運のぶつかり合い」、「ツキ

の流れ」の肯定、「運を意識した行動」の３つの面で違いがあることがわかった。 

⚫ 「ギャンブルにおける運の強さ」が強いと認識している人がおり、病的ギャンブル

との関連性が示された。 


